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問題と目的
　学習指導要領における特別活動について，小学校では
「学級活動」「児童会活動」「学校行事」「クラブ活動」の
四つの活動，中学校では「学級活動」「生徒会活動」「学
校行事」，高等学校では「ホームルーム活動」「生徒会活
動」「学校行事」のそれぞれ三つの活動で構成されてい
る。特別活動に自治が求められる特徴があるが，中でも
「児童会活動」「生徒会活動」では自治がより強く求めら
れている（例えば，滝沢，2001；植松，2008）。そこで，
学習指導要領での自治の扱い，自治を可能にするリー
ダー性やリーダー性を高めるための工夫，自治に対する
学びなどについて整理するとともに，児童生徒の立場よ
り児童会・生徒会活動での活動経験にどのような学びを
みいだしているかを検討したい。
1  ．学習指導要領における児童会・生徒会活動および自
治的活動について
　学習指導要領における児童会・生徒会活動および自治
的活動についての記載を表 1 に整理した。対象としたの
は小・中学校は平成29年告示，高等学校は平成21年告示
の学習指導要領である。高等学校は平成30年に新学習指
導要領が告示されることになっている。そのため，こ
こでは小学校と中学校の学習指導要領を中心に検討す
る。児童会・生徒会活動の目標は小・中学校で同じであ
り，協力して学校生活を充実させるための諸問題の解決
をあげている。しかし，その内容について違いがみられ
る。小学校では「（ 2 ）異年齢集団による交流」，中学校
では「（ 3 ）ボランティア活動などの社会参画」があげ
られ，学校種により強調される点に違いがある。
　次に，自治について，小・中学校の学習指導要領では，
「学級活動の指導計画」と「学級活動，児童会・生徒会
活動及びクラブ活動の指導」に関する内容の取り扱いに
おいて，自発的，自治的という表記がみられる。高等学
校では，「ホームルーム活動，生徒会活動」に関する内
容の取り扱いにおいて，自発的，自治的という表記がみ
られる。ここで山本（1989）を参考に，特別活動におけ
る自発的活動と自治的活動について整理する。山本によ
れば「自治」は組織や集団での活動に限定されるもので
ある。「自発」は個人での活動にもあてはめられると考
えられる。また，山本によると，個人もしくは小集団で
の自発的活動から組織や集団での自治的活動に広げ，深
めることを組織論における発達と捉えている。そのため，
「自発」が「自治」の前段階と受け取れる。このような
山本の考えを参考に，特別活動における自発的活動と自
治的活動は以下のように整理できるであろう。自治的活
動とは，集団の主権を確立し，決議・決定にもとづく
自己指導と自己決定による活動を指す。自発的活動とは，
自己指導と自己決定による活動を指し，必ずしも集団と
しての活動に限定するものではない。しかしながら，学
習指導要領で自発的と自治的を区別せず併記しているた
め，本研究でも自発的・自治的という両者を区別しない
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表 1　学習指導要領における児童会・生徒会活動および自治的活動の記載
（小・中学校は平成29年告示，高等学校は平成21年告示）
小学校学習指導要領　第 6 章特別活動 中学校学習指導要領　第 5 章特別活動 高等学校学習指導要領　第 5 章特別活動
第 1 　目標
集団や社会の形成者としての見方・考え
方を働かせ，様々な集団活動に自主的，
実践的に取り組み，互いのよさや可能性
を発揮しながら集団や自己の生活上の課
題を解決することを通して，次のとおり
資質・能力を育成することを目指す。
⑴ 　多様な他者と協働する様々な集団活
動の意義や活動を行う上で必要となる
ことについて理解し，行動の仕方を身
に付けるようにする。
⑵ 　集団や自己の生活，人間関係の課題
を見いだし，解決するために話し合い，
合意形成を図ったり，意思決定したり
することができるようにする。
⑶ 　自主的，実践的な集団活動を通して
身に付けたことを生かして，集団や社
会における生活及び人間関係をよりよ
く形成するとともに，自己の生き方に
ついての考えを深め，自己実現を図ろ
うとする態度を養う。
第 1 　目標
集団や社会の形成者としての見方・考え
方を働かせ，様々な集団活動に自主的，
実践的に取り組み，互いのよさや可能性
を発揮しながら集団や自己の生活上の課
題を解決することを通して，次のとおり
資質・能力を育成することを目指す。
⑴ 　多様な他者と協働する様々な集団活
動の意義や活動を行う上で必要となる
ことについて理解し，行動の仕方を身
に付けるようにする。
⑵ 　集団や自己の生活，人間関係の課題
を見いだし，解決するために話し合い，
合意形成を図ったり，意思決定したり
することができるようにする。
⑶ 　自主的，実践的な集団活動を通して
身に付けたことを生かして，集団や社
会における生活及び人間関係をよりよ
く形成するとともに，人間としての生
き方についての考えを深め，自己実現
を図ろうとする態度を養う。
第 1 　目標
望ましい集団活動を通して，心身の調和
のとれた発達と個性の伸長を図り，集団
や社会の一員としてよりよい生活や人間
関係を築こうとてする自主的，実践的な
態度を育てるとともに，人間としての在
り方生き方についての自覚を深め，自己
を生かす能力を養う。
第 2 　各活動・学校行事の目標及び内容
〔児童会活動〕 〔生徒会活動〕 〔生徒会活動〕
1 　目標
異年齢の児童同士で協力し，学校生活の
充実と向上を図るための諸問題の解決に
向けて，計画を立て役割を分担し，協力
して運営することに自主的，実践的に取
り組むことを通して，第 1 の目標に掲げ
る資質・能力を育成することを目指す。
2 　内容
1 の資質・能力を育成するため，学校の
全児童をもって組織する児童会において，
次の各活動を通して，それぞれの活動の
意義及び活動を行う上で必要となること
について理解し，主体的に考えて実践で
きるよう指導する。
⑴ 　児童会の組織づくりと児童会活動の
計画や運営
児童が主体的に組織をつくり，役割を
分担し，計画を立て，学校生活の課題
を見いだし解決するために話し合い，
合意形成を図り実践すること。
⑵　異年齢集団による交流
児童会が計画や運営を行う集会等の活
動において，学年や学級が異なる児童
と共に楽しく触れ合い，交流を図ること。
⑶　学校行事への協力
学校行事の特質に応じて，児童会の組
織を活用して，計画の一部を担当した
り，運営に協力したりすること。
1 　目標
異年齢の生徒同士で協力し，学校生活の
充実と向上を図るための諸問題の解決に
向けて，計画を立て役割を分担し，協力
して運営することに自主的，実践的に取
り組むことを通して，第 1 の目標に掲げ
る資質・能力を育成することを目指す。
2 　内容
1 の資質・能力を育成するため，学校の
全生徒をもって組織する生徒会において，
次の各活動を通して，それぞれの活動の
意義及び活動を行う上で必要となること
について理解し，主体的に考えて実践で
きるよう指導する。
⑴ 　生徒会の組織づくりと生徒会活動の
計画や運営
生徒が主体的に組織をつくり，役割を
分担し，計画を立て，学校生活の課題
を見いだし解決するために話し合い，
合意形成を図り実践すること。
⑵　学校行事への協力
学校行事の特質に応じて，生徒会の組
織を活用して，計画の一部を担当した
り，運営に主体的に協力したりすること。
⑶　ボランティア活動などの社会参画
地域や社会の課題を見いだし，具体的
な対策を考え，実践し，地域や社会に
参画できるようにすること。
1 　目標
生徒会活動を通して，望ましい人間関係
を形成し，集団や社会の一員としてより
よい学校生活づくりに参画し，協力して
諸問題を解決しようとする自主的，実践
的な態度を育てる。
2 　内容
学校の全生徒をもって組織する生徒会に
おいて，学校生活の充実と向上を図る活
動を行うこと。
⑴　生徒会の計画や運営
⑵　異年齢集団による交流
⑶　生徒の諸活動についての連絡調整
⑷　学校行事への協力
⑸　ボランティア活動などの社会参画
学習指導要領での特別活動における自治の位置づけ
第 3 　指導計画の作成と内容の取扱い
1  　指導計画の作成に当たっては，次の事
項に配慮するものとする。
⑶ 　学級活動における児童の自発的，自
治的な活動を中心として，各活動と学
校行事を相互に関連付けながら，個々
の児童についての理解を深め，教師と
児童，児童相互の信頼関係を育み，学
級経営の充実を図ること。その際，特
に，いじめの未然防止等を含めた生徒
指導との関連を図るようにすること。
2  　第 2 の内容の取扱いについては，次の
事項に配慮するものとする。
⑴ 　学級活動，児童会活動及びクラブ活
動の指導については，指導内容の特質
に応じて，教師の適切な指導の下に，
児童の自発的，自治的な活動が効果的
に展開されるようにすること。その際，
よりよい生活を築くために自分たちで
きまりをつくって守る活動などを充実
するよう工夫すること。
第 3 　指導計画の作成と内容の取扱い
1  　指導計画の作成に当たっては，次の事
項に配慮するものとする。
⑶ 　学級活動における生徒の自発的，自
治的な活動を中心として，各活動と学
校行事を相互に関連付けながら，個々
の生徒についての理解を深め，教師と
生徒，生徒相互の信頼関係を育み，学
級経営の充実を図ること。その際，特
に，いじめの未然防止等を含めた生徒
指導との関連を図るようにすること。
2  　第 2 の内容の取扱いについては，次の
事項に配慮するものとする。
⑴ 　学級活動及び生徒会活動の指導につ
いては，指導内容の特質に応じて，教
師の適切な指導の下に，生徒の自発的，
自治的な活動が効果的に展開されるよ
うにすること。その際，よりよい生活
を築くために自分たちできまりをつ
くって守る活動などを充実するよう工
夫すること。
第 3 　指導計画の作成と内容の取扱い
1  　指導計画の作成に当たっては，次の事
項に配慮するものとする。
　─自治に関する記載はここにはみられない─ 
第 2 の内容の取扱いについては，次の事項
に配慮するものとする。
⑴ 　〔ホームルーム活動〕及び〔生徒会活
動〕の指導については，指導内容の特
質に応じて，教師の適切な指導の下に，
生徒の自発的，自治的な活動が効果的
に展開されるようにするとともに，内
容相互の関連を図るよう工夫すること。
また，よりよい生活を築くために集団
としての意見をまとめるなどの話合い
活動や自分たちできまりをつくって守
る活動，人間関係を形成する力を養う
活動などを充実するよう工夫すること。
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枠組みで以降の検討を行うこととする。
2 ．児童会・生徒会活動で育つ児童生徒のリーダー性
　大森・林（2005）によれば，教師が求めるリーダー性
と生徒会役員経験者が感じるリーダー性に違いがあるこ
とが指摘されている。教師は「正義感」「行動力」といっ
た学校全体に対する模範となる資質・能力を求めるのに
対し，生徒会役員経験者は楽しい性格，誰にでもあいさ
つができる，自分の意見が言えるといった「表現力」を
求められる資質・能力としてあげている。これは，教師
の求めに沿った資質・能力だけでなく，生徒会役員経験
者は経験上，集団に関わり伝達する力を重視しているこ
とによると考えられる。
　リーダー性を活動の中で育てるべき資質・能力と考
え，委員会活動での工夫についても提案されている（飯
尾，2013）。飯尾は委員会委員長に自己成長を実感させ
る方法として，委員会担当教師による委員長への委員会
事前の打ち合わせと事後のふり返りの指導を重視してい
る。委員長任期中に実施されるいずれの委員会活動で
も，事前の打ち合わせと事後の振り返りで委員長に記録
をとらせる。事前の打ち合わせでは， 1 時間の流れや板
書，伝えることなど委員会活動の時間の計画と委員長自
身の目標を記録させた。事後のふり返りでは，仲間の姿
のふり返り，自身のふり返りを記録させた。これらの記
録をもとに委員長の指導を行うことで，委員会活動に見
通しや自信をもって取り組み，リーダー性が高まったこ
とが報告されている。
　中学校生徒会のリーダー性を育て，自治力を高める教
師の介入に関する実践が報告されている（堀口，2006）。
この報告では，次の三つの介入がなされた。①生徒会役
員，委員会委員長・副委員長，学年委員の生徒のリーダー
意識を高めるために，「リーダーについて必要なこと」
「生徒会活動の現状で何が問題か」などに対する話し合
いを行った。② 4 月から 7 月にかけて，月 1 回，朝のあ
いさつ運動について話し合い，取り組んだ。初めは担当
委員会だけで実施していたあいさつ運動に，生徒会役員
が加わるようになり，分担も各学年を混成した縦割りメ
ンバーで実施するようになった。その結果，あいさつを
返す生徒が月を追って増加した。③前年度の反省に基づ
き，体育祭の企画について「全校が楽しめ，団結できる
企画を考える」を目的に話し合った。一人ひとりの活躍
を大切にするために，学級単位，男女単位の種目を削減
し全校種目を増やした。また， 1 位と 2 位の得点差を小
さくするように得点配分を見直した。その結果，前年よ
りも団結力が高まった。生徒会役員はこのような肯定的
な結果もあり，自治力を高めていた。そのための意識づ
けや話し合いの設定・方向づけなどの教師の介入が功を
奏した実践事例と読み取れる。
　舘野（1992）は，児童会役員の児童が掲げるスローガ
ンに対して具体的な活動を行えるように，教師が働き
かけることも重要であると報告している。舘野による
と，児童会役員の児童が掲げる「きれいな学校」という
スローガンに対して，「一人でゴミ拾いをしながら，子
どもがまねしてくれるといいな」などと学校便りに教頭
が寄稿した。これをきっかけに，児童会担当教員が児童
会役員の児童と相談して，ゴミ入れを学校内外に設置
し，当番でたまったゴミを捨てる活動に繋げたことが示
されている。児童会活動は子どもの自発的活動を尊重す
るあまり，子ども任せにすることが多くなりがちである
が，スローガンで終わらせないために，具体的活動に繋
げる教師の関わりも必要であるとしている。教師の指示
に沿った活動ではなく，子どもたちのスローガンを具体
的な活動に結びつけることは，その後の自治的活動の布
石として重要になると捉えられる。
　池田（1992）は，生徒会役員の活動を意味づける教師
の語りを重要としている。マラソン大会で完走した生徒
に「完走証」が一人ひとりに手渡される。マラソン大会
に参加し，支えた生徒にご苦労さんを伝える際に，一般
生徒には見えない生徒会役員たちの活躍を伝えることも
生徒会に目を向けることに影響すると考えている。そこ
で，生徒会役員を引き受けてくれた生徒に「辛いだろう
が，みんなのために頑張ってくれないか」とねぎらう言
葉の必要性を提案している。中央教育審議会教育課程企
画特別部会（2015）では，アクティブ・ラーニングを授
業改善の視点と位置づけている。特別活動では従来より，
子ども自身の活動による主体的・対話的な学習となる
ことが重視されている。そのため，深い学びの実現に繋
がるような，学んだことをどのように意味づけるかが今
後の課題になると考えられる。このようなアクティブ・
ラーニングによる授業改善の視点からも，池田（1992）
の提案する「活動を意味づける語り」の重要性が理解で
きる。
　以上のような先行研究の検討に基づき，児童会・生徒
会活動に対して，児童生徒の立場より，活動経験にどの
ような学びをみいだしているか検討することを本研究の
目的とする。
方　　法
　教職課程の特別活動に関する授業を受講する大学生を
対象として，児童会・生徒会活動による経験に関する自
由記述より検討する。具体的には，①小学校での児童会
の感想，②小学校での委員会の感想，③中学校での生徒
会の感想，④中学校での委員会の感想，⑤高校での生
徒会の感想，⑥高校での委員会の感想より二つ想起して，
それぞれについて自由記述を求めた。児童会役員・生徒
会役員は経験者が少ないことも考えられるため，役員を
経験した友人から聞いた話についての感想も可とした。
結果と考察
1．自由記述を検討する観点
　先行研究の検討より，自由記述を検討する観点として，
「異年齢との交流」「自発的・自治的活動」「得たもの」
の 3 観点を考えた。自由記述の検討を開始すると「自発
的・自治的活動」にはポジティブな記述とネガティブな
記述がみられたため，その下位観点として，①ポジティ
ブ，②ネガティブを設定した。また，委員会活動を除い
た児童会・生徒会活動については異年齢との交流につい
ての記述がみられないため削除し，小学校では児童会と
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いう組織名称がないという記述がみられたため「組織構
成」の観点を加え，高等学校では会議の頻度が高いとい
う記述がみられたため「会議の頻度」の観点を加えた。
76名の自由記述を分析の対象とした。
2 ．児童会・生徒会活動に関する記述
　児童会・生徒会活動に関する代表的な記述を学校種別
に表 2 に整理して示す。
⑴　組織構成と会議の頻度について
　既に報告したように，小学校では児童会という組織名
称がなく，代表委員会，学級委員長と副委員長で組織が
構成されるなどの記述がみられた。高等学校では生徒会
の会議が部活動のようにほぼ毎日実施され，生徒会は忙
しく部活動に入れないなど，会議の頻度が高い記述がみ
られた。小学校では小規模化に伴い，児童会の機能を
学級委員で果たせるという考えでこのような組織構成と
なったのではないだろうか。また，高等学校では生徒の
成長に伴い，小・中学校よりも自治的な活動が実施され
るようになり，活動に多くの時間が必要になるため，部
活動のような毎日の会議の実施となったのではないだろ
うか。
⑵　自発的・自治的活動について
①　ポジティブ
　小・中学校ともに，教師の示した意見に児童の意見を
重ねることでも学校がより良くなる，自分たちの活動が
できた，教師の下請け的な活動と自分たちで考えた活動
が混在するなど，活動の範囲に制限があっても自発的・
自治的活動ができたという記述がみられた。
　中学校では，小学校と違い生徒の主体性が強くなるの
で，教師は助言程度で，生徒会役員で教師の意見を取り
入れるかどうかを話し合ったという記述もあり，小学校
と比較しながら，制限がありながらも生徒の自発的・自
表 2　児童会・生徒会活動に関する記述の整理
小学校 中学校 高等学校
⑴ 　組織構成 ⑴ 　組織構成 ⑴ 　組織構成
・代表委員会， 3 年生～ 6 年生
・学級委員長と副委員長
・部活動の部長も生徒会の会議に参加した ・生徒自治会という名前
・総務委員会
・生徒会がない
・生徒会は部活動扱い
⑵　会議の回数 ⑵　会議の頻度 ⑵　会議の頻度
・週に一度
・月に一度
・週に一度 ・部活のように，ほぼ毎日実施した
・ 生徒会は忙しく，部活動に入れないよ
うだ
⑶　自発的・自治的活動 ⑶　自発的・自治的活動 ⑶　自発的・自治的活動
①　ポジティブ ①　ポジティブ ①　ポジティブ
・ 先生が意見を提示し，それについて生
徒が意見を言っていた。それでも児童・
学校がより良くなるために自分たちで
積極的に活動ができた
・ 活動は，教師の下請け的なものもあれ
ば，自分たちで考えて実施したものも
あった
・ 小学校と違い，中学では生徒主体が強
くなるので，教師は助言程度で，生徒
会役員で意見を取り入れるかどうかを
話し合った
・ 行事を行なう前，生徒会の役員で話し
合った後，その他の生徒と一緒に意見
を出し合うなど，話し合いをさかんに
行なった。生徒から様々な意見が出る
よう，教師はマインドマップを使用す
るなど工夫をしていた
・ 学校行事の際，生徒会は教師と話し
合ったり，事前打ち合わせをしたりと，
自分たちが運営しているんだという自
覚をもって活動した
・ 教師の力を借りるというよりは生徒の
力で活動することが多く，予算などの
関係から生徒の希望を反映した企画が
できないこともあった
・ 高校の生徒会はすべて生徒が行動を起
こし，今まであるものをただ辿るだけ
ではなく，いろんな方面から改善すべ
き点，追加すべきことなどを案として
出し，教師に確認をとっていた
②　ネガティブ ②　ネガティブ ②　ネガティブ
・ 活動内容はほとんどが教師の提案に基
づいて話し合ったり，取り決めをし，
実行するというものだった
・ 役員が教師から言われた仕事をして，
委員が下請けとして割り当てられた仕
事を行なっていた。目的が見えないま
ま仕事を押し付けられているような感
覚だった
・ 形式的な仕事のみで，生徒が主体で運
営されていなかったように思う
⑷　得たもの ⑷　得たもの ⑷　得たもの
・ 3 年間の児童会活動を通じ，責任感が
一層強くなった
・ 児童会長になって人前に立つ機会が増
え，人前で堂々と話せるようになった
・ 児童会役員として人前で話す機会が増
え，だんだんと慣れてきた
・ 生徒会主催のボランティア活動に参加
し，地域の祭りの運営などを行なった。
活動を通じ，祭りや地域の歴史を理解
するとともに，地域への愛着が増した
・ 生徒会役員は全校生徒のお手本であ
り，常に生徒の先頭に立つことや責任
感が求められていたという印象
・ 学年代表兼生徒会として活動した。自
分たちが運営しているという自覚が持
てた。予想外の事態が起きた時に教師
や仲間が助けてくれ，周囲に支えても
らえる大切さを感じた。行事が成功す
ると，苦労以上の達成感を得た
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治的活動をポジティブに捉えていると受け取ることがで
きる。さらに，話し合いをさかんに行ない，生徒から様々な
意見が出るよう，教師はマインドマップを使用するなど
工夫をしていたという記述があり，生徒の自発的・自治
的活動を意図した教師の介入事例と捉えることができる。
　高校では，生徒会は教師と話し合ったり自分たちが運
営している自覚が感じられた，教師の力を借りるよりも
生徒の力で活動することが多い，改善点や追加すべきこ
となどを案として教師に確認をとるなど，自発的・自治
的活動をポジティブに受け取る記述がみられた。しかし，
予算などの関係から生徒の希望を反映した企画ができな
いなどの生徒だけでの自発的・自治的活動に限界を示す
記述もみられた。
②　ネガティブ
　小・中・高等学校ともに，教師からいわれた仕事をす
る下請的な活動であることへの不満を示す記述がみられた。
⑶　得たもの
　小学校では，責任感など教師が望むようなリーダー性，
人前で話せるなど，大森・林（2005）で指摘される「表
現力」に類似する児童が感じるリーダー性に関する記述
がみられた。中学校でも他の生徒の手本，責任感など教
師が望むようなリーダー性に関する記述がみられた。そ
れ以外にも，活動経験による地域への愛着を学んだとい
う記述がみられた。いずれも，自己に注目した学びを記
述したものと捉えられる。
　高等学校では，自分たちが運営している自覚，行事の
成功による達成感など，自発的・自治的活動による満足
感や達成感を得た記述がみられた。さらに，教師や周囲
に支えられた他者に注目した学びもみられた。
⑷　まとめ
　以上の児童会・生徒会活動に関する自由記述の検討結
果より，小学校より中学校，さらに，高等学校と進学す
るに従い，自発的・自治的活動が深まる様子が把握され
た。小学校ではみられなかった，生徒から様々な意見が
出るような教師のマインドマップ使用などの工夫が中
学校でみられた。小学校より中学校，さらに，高等学校
と進学するに従って，自発的・自治的活動の制限を下げ
て取り組むように意図されていることも考えられる。し
かしながら，高等学校においても，予算などの関係から
生徒の希望を反映した企画ができないこともあったなど，
教師の介入の必要性に関する記述も存在していた。以上
のように，小・中・高等学校段階では，発達差に応じた
自発的・自治的活動の範囲が存在することが示唆された。
　得たものについては，小・中学校ではリーダー性など
自己に注目した学びがみられた。高等学校では自発的・
自治的活動による満足感や達成感とともに，周囲に支え
られた他者に注目した学びもみられた。
3 ．委員会活動に関する記述
　委員会活動に関する代表的な記述を学校種別に表 3 に
整理して示す。
⑴　異年齢との交流
　小学校では低学年への紙芝居の読み聞かせなど，上級
生が下級生の面倒を見るという異年齢との交流を多く
行っていることをうかがわせる記述がみられた。小・中
学校ともに， 4 年生の時には 5 ・ 6 年生が教えてくれ，
6 年生では下の学年に教える難しさを知った，夏以降，
2 年生が 3 年生より委員長などの中心的な役割を引き継
ぐなどの役割を伝承する観点での異年齢との交流に関す
る記述がみられた。さらに，中学校では，学年関係なく
学校の問題を考えられたという学年にとらわれない観点
での異年齢との交流に関する記述もみられた。
　高等学校では，異年齢との交流に関する記述はみられ
なかった。これは，小・中学校でともにみられた役割を
伝承するという意識ではなく，自分たちに必要な活動を
自発的・自治的につくり出していく意識が強いことによ
るのかも知れない。
⑵　自発的・自治的活動について
①　ポジティブ
　小学校では，教師の決めた枠内であるが給食時の校内
放送を任されたこと，自分たちの活動により学校行事が
進行することへの満足感に関する記述がみられた。同様
に，自分たちで考えて準備して上手くいった時の達成感
も記述されていた。
　中学校では，何をすれば良いのか何と声をかければ話
をきいてくれるのかたくさん悩んだ，学年のことは私た
ちの学級委員会の決定で大きく左右されていたため常に
真剣だったという自発的・自治的活動に真剣に取り組ん
だ様子が記述されていた。また，中 1 では主体的に動く
ことは少なかったが，中 3 の「感謝の会」では，学級委
員が主体となってスライドや出し物をして成功したとい
う，自発的・自治的活動による満足感も記述されていた。
　高等学校では，文化祭実行委員でほぼ全てを自分たち
で考えて組み立てなければならなかったこと，中学に比
べて自分たちの力で活動しなければいけない場面が多
かったこと，体育委員会で一から大会をつくるという活
動をしたことなど，自発的・自治的活動が多いことが記
述されていた。これらの記述は事実であり満足感などは
示されていないが，ネガティブな感想もないためポジ
ティブに分類した。
②　ネガティブ
　小・中学校では，教師からいわれた仕事をする下請的
な活動であることへの不満を示す記述がみられた。しか
しながら，小学校で問題が起きたときの教師の介入を求
める記述もみられ，自発的・自治的活動をすすめるため
の教師の介入の難しさが示唆される。高等学校ではネガ
ティブな記述はみられなかった。
　委員会活動においては小学校でも制限された中での自
発的・自治的活動に満足感や達成感が示されている。委
員会活動の方が児童会・生徒会活動よりも扱う課題が限
られているため，教師側にとっても自発的・自治的活動
の制限を下げやすかったことも推測される。
⑶　得たもの
　小学校では，募金活動，読書や本を大切に扱うことな
ど，それぞれの委員会活動に関する知識，教師が求める
ような責任感や同級生との信頼などを学んだという記述
がみられらた。これらは自己に注目した学びと捉えられる。
　中学校でも委員として身だしなみを正しく保つという
模範性，クラスを纏める力など教師が望むようなリー
ダー性，他クラスの代表と友達になったこと，自分はみ
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表 3　委員会活動に関する記述の整理
小学校 中学校 高等学校
⑴ 　異年齢との交流 ⑴ 　異年齢との交流 ⑴ 　異年齢との交流
・ 図書委員会で低学年に紙芝居の読み聞
かせをしていた。異年齢集団との交流
が持てていたと思う
・ 4 年生の時は何をするかわからなかっ
たが， 5 ・ 6 年生がやさしく教えてく
れたので楽しく活動ができた。 6 年生
では委員長として，下の学年に教える
難しさを知った
・ 夏以降， 2 年生が 3 年生より委員長な
どの中心的な役割を引き継ぐ
・ 学年関係なく，自分たちの学年の様子
や問題を共有し，全校で見直す必要の
ある課題を見つけ対策を考えるのは，
いま思えば貴重な経験だった
該当記述なし
⑵　自発的・自治的活動 ⑵　自発的・自治的活動 ⑵　自発的・自治的活動
①　ポジティブ ①　ポジティブ ①　ポジティブ
・ 教師の決めた枠内での活動だったが，
給食時の校内放送の内容に関しては自
主性に委ねられていた
・ 大変なこともあったが，自分たちの活
動によって学校行事が進んでいくとい
うことは満足感にあふれていた
・ 小学校はどちらかというと先生に言わ
れたことを行なうことが多いが，自分
たちで考えて準備して上手くいった時
の達成感は大きかった
・ 受け身の授業とは違い，委員会ではク
ラスや学年を良くするために，何をす
れば良いのか，何と声をかければ話を
きいてくれるのかたくさん悩んだ
・ 学級委員会において，学年のことは私
たちの委員会の決定で大きく左右され
ていたため，常に真剣だった
・ 中 1 の時は主体的に動くということは
少なく，中 3 の「感謝の会」では，学
級委員が主体となってスライドや出し
物をして成功した
・ 文化祭の実行委員になると，ほぼ全て
の段取りを自分たちで考えて，組み立
てなければならなかった。中学の活動
に比べると自分たちの力で活動しなけ
ればいけない場面がとても多かった
・ 体育委員会では，スポ大の時期になる
とその運営を務め，内容など一から大
会をつくるという活動をしていた
②　ネガティブ ②　ネガティブ ②　ネガティブ
・ 先生がやる仕事の押しつけではないか
と疑問をもつ
・ 委員会等はなく，クラス内委員だっ
た。クラス内の運営の一部を手伝うも
ので，主な運営は担当教員が担ってい
た。行事の実行委員についても，実行
の主軸は教師にあり，児童は一部でき
る所のみだった
・ 先生が介入してくれていたら，問題が
起きたときに対処できたのではないか
・ 自治活動というよりも，先生たちに指
示されたことをこなす活動が多く，自
由の幅が狭くて当時は不満が多かった
気がする
・ 委員長としてやる気はあったが，周り
の協力が得られなかった
該当記述なし
⑶　得たもの ⑶　得たもの ⑶　得たもの
・ 大人になると募金の機会が少なくなる
ので募金活動ができてよかった。お金
が集まると，自分のしたことが集まっ
た分，結果となって見えて，これが役
に立つんだなと実感できてうれしかった
・ 様々な委員会を経験して，それぞれの
専門知識を学べつつ，協同的で責任感
の持てる学びができた
・ 図書委員の活動を通して同じ委員だっ
た同級生との信頼関係が築けた。様々
な本に触れることができ，読書の楽し
さを知ることができた。本を大切に扱
うことや社会秩序の大切さを小学校の
うちから学べた
・ 生活委員の仕事に身だしなみチェック
があった。委員として身だしなみをい
つも正しく保つことを常に意識した
・ 学級委員会を通じて，クラスをまとめ
る力はついた。クラスの様子をみて行
動するので，クラスの人たちと仲良く
なった。先生と話す機会が多かったの
で，先生とも仲良くなれた
・ 情報委員会の代表役に就き，放課後の
集まりのために部活に遅刻しなければ
ならない日があった。代表が嫌になる
こともあったが，だんだん他クラスの
代表と友達になったりすることが出来
たりして，今となってはやってよかっ
たと思っている
・ 学級委員の活動を通じて，自分はみん
なの先頭に立って行動するのが得意で
はないと気付いた
・ 合唱祭の推進委員を担当した。乗り気
ではなかったが，音楽が得意な私の長
所を生かして，クラスに貢献できたよ
うな気がして，良い仕事を任せてもら
えたなと思った。金賞をとり，クラス
の人から「ありがとう」と言われたの
はうれしかった
・ 生徒会は学校行事，委員会は普段の学
校生活に大きく関わっているように感
じた
・ 副学級委員だったので，クラスの人や
先生と関わり，コミュニケーションを
とった
・ 新聞委員会を経験したことで，新聞を
読むようになり，また各行事に対して
自分ならこんなことを書いて，こうま
とめると新聞記者になったつもりで望
むようになった。行事を楽しむだけで
なく，裏方の仕事など周りを観察した
り，配慮したりするようになった
・ 運営のことや，企画の立ち上げ方を学
ぶことができた
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んなの先頭に立って行動するのが得意ではないという自
己への気づき，音楽が得意な長所を生かしたクラスへの
貢献などの自己への気づきがみられた。また，生徒会は
学校行事，委員会は普段の学校生活に大きく関わるとい
う自分なりの考えをもてたという記述もみられた。これ
らも自己に注目した学びと捉えられる。
　高等学校でも，クラスの人や先生とのコミュニケー
ションなど，大森・林（2005）で指摘される「表現力」
に類似する生徒が感じるリーダー性，新聞委員会を経験
したことによる視野の広がりなど，自己に注目した学び
がみられた。さらに，行事を楽しむだけでなく裏方の仕
事や配慮の必要性，運営や企画の立ち上げ方の学びなど，
他者に注目した学びもみられた。
⑷　まとめ
　以上の委員会活動に関する自由記述の検討結果より，
小学校より中学校，さらに，高等学校と進学するに従い，
自発的・自治的活動が深まる様子が把握された。委員会
活動においては小学校でも制限された中での自発的・自
治的活動に満足感や達成感が示されていた。委員会活動
の方が児童会・生徒会活動よりも扱う課題が限られてい
るため，教師側にとって自発的・自治的活動の制限を下
げやすかったことも推測される。しかしながら，小学校
で教師の介入を求める記述もあり，自発的・自治的活動
をすすめるための教師の介入の難しさが示唆される。
　得たものについては，児童会・生徒会活動と同様に，
小・中学校ではリーダー性など自己に注目した学びがみ
られた。高等学校では自発的・自治的活動による満足感
や達成感とともに，裏方の仕事や配慮の必要性，運営や
企画の立ち上げ方などの他者にも注目した学びもみられた。
本研究のまとめと限界について
　委員会活動も含めて児童会・生徒会活動において，自
発的・自治的活動の体験が達成感や学校生活への満足感
を得るきっかけとなっていることが示唆された。佐々木
（2002）が既に指摘しているように，日本の教師は子ど
もによる非アカデミックな活動をリーダーシップや集団
としての技能を高める契機になると好意的に受けとめて
いる。非アカデミックな活動が重視されることで，アカ
デミック教科が得意でない子どもにも評価される機会が
与えられ，子どもに上下関係が生じにくい仕組みが日本
の学校にあることも指摘している。これは特別活動がも
つ特徴であるだけでなく，日本の学校の在り方が内包し
ている重要な特徴であるといえるだろう。
　小学校より中学校，さらに，高等学校と進学するに従
い，自発的・自治的活動が深まる様子が把握された。そ
こには，自発的・自治的活動に制限を設けるとともに，
発達段階に応じて制限を下げるような教師の介入が必要
なことも示唆された。しかしながら，本研究では大学
生の回想による自由記述に基づく検討である。言語の難
しい小学生に比べて，言語化がスムーズに行える大学生
による回想というメリットはあるものの，リアルタイム
の小・中学生，高校生の発達差に言及するには慎重にな
らなければならない。そして，教師の介入についても，
教師が変わることによる児童生徒への影響を検討する
ことが難しいことが考えられるため（Good & Brophy，
1972），教師からの聞き取りを重ねて検討する必要がある。
　委員会活動も含めて児童会・生徒会活動で得られたも
のについても，小・中学校では自己に注目した学びに留
まり，それに加えて高校生では，他者に注目した学びも
示唆された。これについても，個人の体験を厳密に聞き
取った上での検討ではなく，発達差と捉えるには慎重に
ならければならない。
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